普通免許状を有する者を採用できない旨の理由書（例）


令和○年○月○日付けで本務者が～～～となり、○日付けで退職となった。
これを受け、急きょ新たな補充者を探したが、○○科の講師が全県的に不足しているという状況に加え、新年度当初という時期も重なり、候補者探しは難航を極めた。


【教育関係機関内外に普通免許保有者（候補者）探しに尽力したことを具体的に記すこと】
具体的には、10人の人材を○○に紹介してもらったが、いずれも～～～でお願いできなかった。また、外部人材に対しては、○月○日から○月○日までハローワークに募集をかけたが、応募を得ることができなかった。このほか、～～～したが、有益な情報は得られなかった。


【候補者の教員としての適性（教科の指導歴）等を具体的に記すこと】
このような中で、～～～のような経緯があり、○氏に本校での勤務をお願いできる運びとなったが、○月に定年退職したため免許更新をしておらず、免許更新期限が平成○年○月に免許失効していた。しかしながら、教諭として○○市立○○小学校等に〇年勤務した実績がある○○氏は、児童生徒の教育や学校生活での配慮点などを熟知しており、その優秀な指導力から生徒保護者からも絶大な信頼を得てきたと聞き及んでいる。また、面接でも教育に対する見識の広さや研究心等の教育者としての資質を感じたことから、本校での教師としては適任な人物である。


以上のとおり、手をつくしたが、どうしても有効な普通免許状所有者を採用することができない状況から、長年小学校において勤務歴を有しているなど豊富な経験を有す、○○氏に○○の臨時免許状を授与していただきたく、お願いするものである。
なお、○○氏に普通免許状を取得するよう促すとともに、取得に向けたサポートを行っていきます。



令和○年○月○日

●●市教育委員会　（委員会印）
